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◆
収
獲

　

刈
り
取
り
時
期
の
目
安
は
、
も
み

に
青
み
が
10
〜
15
％
残
っ
て
い
る
頃

で
あ
る
。
刈
り
遅
れ
は
胴
割
れ
米
の

発
生
や
食
味
、
品
質
の
低
下
を
招
く

の
で
、
適
期
を
外
さ
な
い
よ
う
に
す

る
。

  

収
穫
は
少
し
早
め
の
方
が
米
も
お

い
し
く
品
質
も
良
い
。
特
に
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
は
刈
り
遅
れ
る
と
茶
米
が
増
え

る
の
で
、
注
意
す
る
。

＊
一
般
的
に
田
植
え
が
5
日
遅
れ
る

と
出
穂
が
2
日
遅
れ
、
田
植
え
を

5
日
早
く
す
る
と
出
穂
は
2
日
早

く
な
る
。

◆
乾
燥

　

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
の
場
合
は
乾
燥

さ
せ
ず
に
脱
穀
を
す
る
た
め
、
も
み

が
変
質
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
脱

穀
後
4
時
間
以
内
に
乾
燥
機
に
入
れ

て
送
風
す
る
。
バ
イ
ン
ダ
ー
刈
り
で

架
け
干
し
乾
燥
の
場
合
は
10
日
〜
2

週
間
程
度
干
す
が
、
あ
ま
り
長
く
干

し
す
ぎ
る
と
胴
割
れ
米
が
発
生
す
る

の
で
注
意
す
る
。
過
乾
燥
に
な
ら
な

い
よ
う
、
も
み
水
分
15
％
を
目
標
に

乾
燥
さ
せ
る
。

◆
種
も
み
の
採
種

　

病
害
虫
の
多
発
し
た
ほ
場
で
は
採

種
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
特
に
、
近

年
、
内
え
い
褐
変
病
や
も
み
枯
細
菌

病
の
発
生
ほ
場
が
増
え
て
い
る
の
で
、

積
極
的
に
種
子
更
新
を
行
う
よ
う
に

す
る
。

 

さ
と
い
も（
石
川
早
生
）

◆
種
い
も
の
掘
り
取
り
期 

　

　

種
い
も
の
掘
り
取
り
適
期
は
10
月

中
旬
で
あ
り
、
晴
天
が
続
き
、
土
壌

が
よ
く
乾
燥
し
て
い
る
時
に
掘
り
上

げ
る
。

  
早
掘
り
は
、
腐
敗
が
多
く
な
る
の

で
避
け
る
。

◆
種
い
も
選
抜

　

豊
産
系
の
優
良
な
株
を
選
ぶ
（
子

い
も
は
丸
型
、
そ
ろ
い
が
良
い
、
肥

大
が
早
い
、無
病
の
も
の
）。
ま
た
、

30
ｇ
以
上
で
で
き
る
だ
け
大
き
い
も

の
を
選
ぶ
と
良
い
。

◆
貯
蔵
前
処
理

　

乾
燥
貯
蔵
は
、
風
通
し
の
良
い
日

陰
で
15
日
以
上
か
け
て
乾
燥
さ
せ
る
。

　

貯
蔵
は
納
屋
な
ど
の
温
度
変
化
の

少
な
い
場
所
（
5
度
以
下
に
な
ら
な

い
暗
所
）
で
貯
蔵
す
る
。

た
ま
ね
ぎ

◆
育
苗
管
理 

　

　

育
苗
中
は
、
苗
立
枯
病
や
灰
色
腐

敗
病
等
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

予
防
的
に
表
1
の
薬
剤
等
で
防
除
を

行
い
、
健
全
な
苗
を
育
て
る
。

◆
定
植

　

早
生
品
種
は
10
月
下
旬
か
ら
定
植

期
に
入
る
が
、
早
植
え
は
収
量
減
に

つ
な
が
る
た
め
避
け
、
育
苗
日
数
が

40
〜
45
日
前
後
の
苗
を
植
え
付
け
る
。

　

た
だ
し
、
大
苗
に
な
る
と
抽
苔
す

る
危
険
性
が
高
く
な
る
の
で
、
葉
数

3
枚
で
茎
の
径
が
4
㎜
く
ら
い
の
苗

を
植
え
付
け
る
。

  

定
植
直
後
に
か
ん
水
し
、
乾
燥
が

激
し
い
場
合
は
、
う
ね
間
に
走
り
水

を
す
る
。

キ
ャ
ベ
ツ

◆
追
肥

　

初
期
生
育
を
良
く
す
る
た
め
、
活

着
後
の
追
肥
は
早
め
に
施
す
。

◆
病
害
虫
防
除

　

ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
、
ヨ
ト
ウ
ム

シ
類
の
発
生
が
増
え
る
時
期
で
あ
り
、

幼
虫
は
成
長
す
る
と
薬
剤
が
効
き
に

く
く
な
る
の
で
、
初
期
防
除
を
徹
底

す
る
。 

　

ま
た
、ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ（
ダ

イ
コ
ン
シ
ン
ク
イ
ム
シ
）
の
発
生
に

注
意
す
る
。
育
苗
〜
生
育
初
期
に
新

葉
を
食
害
し
、
芯
に
も
ぐ
る
と
薬
剤

が
効
き
に
く
く
な
る
。
発
生
を
認
め

た
ら
、
直
ち
に
表
2
の
薬
剤
等
を
散

布
す
る
。

こ
ま
つ
な

◆
は
種 

　

10
月
中
旬
に
入
っ
た
ら
生
育
日
数

が
長
く
な
る
の
で
1
回
の
は
種
面
積

は
多
め
に
す
る
。
ま
た
、
低
温
伸
長

性
の
良
い
品
種
を
選
ぶ
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

コ
ナ
ガ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
の
発
生

が
見
ら
れ
る
場
合
は
発
生
初
期
に
表

3
の
薬
剤
等
を
散
布
す
る
。

　

秋
の
降
雨
が
連
続
す
る
時
期
に
は

白
さ
び
病
の
発
生
が
多
く
な
る
。
は

種
量
は
適
正
に
し
、
排
水
を
良
好
に

し
て
過
湿
を
避
け
る
。
発
生
初
期
に

は
表
3
の
薬
剤
を
散
布
す
る
。

し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
病
害
虫
防
除 

　

　

採
種
当
年
の
種
子
を
使
用
す
る
と
、

炭
そ
病
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
る

の
で
、
な
る
べ
く
前
年
に
採
種
さ
れ

た
種
子
を
使
う
。
ま
た
、
多
湿
な
条

件
下
で
は
べ
と
病
が
発
生
し
や
す
い

た
め
、
排
水
を
良
好
に
し
て
過
湿
を

避
け
、
発
生
初
期
に
は
表
4
の
薬
剤

で
予
防
す
る
。

　

10
月
中
旬
以
降
、菌
核
病
に
よ
り
、

立
ち
枯
れ
症
状
や
下
葉
の
ず
る
け
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
菌
の
ま
ん

延
を
防
ぐ
た
め
、
菌
核
病
を
発
症
し

た
株
は
ほ
場
外
に
持
ち
出
す
。

み
か
ん

◆
秋
肥
の
施
用 

　

秋
肥
は
着
果
に
よ
る
養
分
消
耗
を

補
い
、
干
ば
つ
な
ど
の
影
響
で
低
下

し
た
樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
施

用
す
る
。
地
温
の
低
下
に
伴
い
根
の

吸
肥
力
が
低
下
す
る
た
め
、
年
内
に

吸
収
さ
れ
る
よ
う
に
早
生
温
州
で
は

10
月
下
旬
に
、
普
通
温
州
で
は
11
月

上
旬
に
10
ａ
当
た
り
燐
加
安
Ｓ
4
0

3
を
60
㎏
施
用
す
る
。
施
用
が
早
す

ぎ
る
と
着
色
が
遅
れ
た
り
、
浮
皮
が

増
え
た
り
す
る
の
で
注
意
す
る
。

　

な
お
、着
果
量
の
少
な
い
園
で
は
、

施
用
時
期
を
少
し
遅
く
し
、
施
用
量

を
少
な
め
に
す
る
。

◆
浮
皮
防
止 

　

気
温
が
高
く
、
曇
雨
天
が
続
く
と

浮
皮
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。
浮
皮

の
軽
減
対
策
と
し
て
ク
レ
フ
ノ
ン（
1

0
0
倍
／
収
穫
1
カ
月
前
〜
収
穫
直

前
に
1
回
散
布
）
を
、
果
皮
が
4
〜

5
分
着
色
し
た
頃
を
目
安
に
散
布
す

る
。
た
だ
し
、
収
穫
直
前
の
散
布
は

果
実
が
汚
れ
る
の
で
注
意
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

果
実
着
色
が
遅
れ
、
色
ぼ
け
の
原

因
と
な
る
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
防
除
に
、

オ
マ
イ
ト
水
和
剤
（
7
5
0
倍
／
収

穫
7
日
前
ま
で
／
2
回
以
内
）、
ま

た
は
、
コ
ロ
マ
イ
ト
水
和
剤
（
2
0

0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
2
回

以
内
）
の
い
ず
れ
か
を
、
収
穫
前
日

数
に
注
意
し
て
散
布
す
る
。

＊
オ
マ
イ
ト
水
和
剤
は
、
高
温
時
に

散
布
す
る
と
薬
害
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
高
温
時
に
は
使

用
し
な
い
こ
と
。

＊
オ
マ
イ
ト
水
和
剤
は
、
み
か
ん
の

ハ
ダ
ニ
類
で
登
録
が
あ
る
。

＊
コ
ロ
マ
イ
ト
水
和
剤
は
、
か
ん
き

つ
の
ハ
ダ
ニ
類
で
登
録
が
あ
る
。

い
ち
じ
く

◆
収
穫 　

　

気
温
が
低
く
な
っ
て
く
る
と
収
穫

適
期
に
な
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
。

そ
の
た
め
、
着
色
だ
け
で
収
穫
適
期

を
判
断
せ
ず
、
果
実
が
適
度
に
柔
ら

か
く
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
確
認

し
て
収
穫
す
る
。

も
も

◆
病
害
虫
防
除

　

せ
ん
孔
細
菌
病
の
病
原
菌
は
感
染

し
た
新
梢
の
組
織
内
で
越
冬
し
、
翌

年
の
感
染
源
と
な
る
。
10
月
上
旬
〜

中
旬
に
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
4
1
2
（
30

〜
50
倍
／―

／―

）
を
2
週
間
程
度

期
間
を
空
け
て
2
回
散
布
す
る
。
た

だ
し
、
高
温
時
の
散
布
で
は
、
薬
害

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
使
用

し
な
い
こ
と
。

◆
元
肥
の
施
用

　

10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬
が
元
肥
の

施
用
時
期
で
、
10
ａ
当
た
り
み
か
ん

配
合
を
1
0
0
㎏
施
用
す
る
。
時
期

が
遅
れ
る
と
地
温
が
低
下
し
、
肥
料

の
吸
収
が
悪
く
な
る
。
さ
ら
に
元
肥

の
吸
収
率
を
高
め
る
た
め
、
施
用
後

に
十
分
か
ん
水
す
る
。

◆
土
壌
改
良

　

10
月
下
旬
〜
１
月
に
深
さ
、
直
径

と
も
50
㎝
程
度
の
穴
を
掘
り
、
完
熟

堆
肥
と
土
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
埋
め
戻

す
。断
根
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

5
年
程
度
か
け
て
樹
の
周
り
を
一
巡

す
る
よ
う
に
し
て
行
う
。
ま
た
、
排

水
不
良
園
で
は
暗
渠
排
水
な
ど
を
整

備
す
る
。

か
き

◆
秋
肥
の
施
用

　

樹
勢
回
復
や
来
年
の
花
芽
充
実
の

た
め
、
10
月
中
旬
〜
11
月
中
旬
に
10

ａ
当
た
り
燐
加
安
Ｓ
4
0
3
を
30
〜

40
㎏
施
用
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

カ
メ
ム
シ
類
の
被
害
が
多
い
園
地

で
は
、
園
内
の
観
察
を
き
め
細
か
く

行
い
、
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
を
見
か

け
た
ら
、ス
カ
ウ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル（
1

5
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
5

回
以
内
）、
ま
た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン

乳
剤
（
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
倍
／

収
穫
7
日
前
ま
で
／
5
回
以
内
）
を

散
布
す
る
。
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◆
収
獲

　

刈
り
取
り
時
期
の
目
安
は
、
も
み

に
青
み
が
10
〜
15
％
残
っ
て
い
る
頃

で
あ
る
。
刈
り
遅
れ
は
胴
割
れ
米
の

発
生
や
食
味
、
品
質
の
低
下
を
招
く

の
で
、
適
期
を
外
さ
な
い
よ
う
に
す

る
。

  

収
穫
は
少
し
早
め
の
方
が
米
も
お

い
し
く
品
質
も
良
い
。
特
に
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
は
刈
り
遅
れ
る
と
茶
米
が
増
え

る
の
で
、
注
意
す
る
。

＊
一
般
的
に
田
植
え
が
5
日
遅
れ
る

と
出
穂
が
2
日
遅
れ
、
田
植
え
を

5
日
早
く
す
る
と
出
穂
は
2
日
早

く
な
る
。

◆
乾
燥

　

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
の
場
合
は
乾
燥

さ
せ
ず
に
脱
穀
を
す
る
た
め
、
も
み

が
変
質
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
脱

穀
後
4
時
間
以
内
に
乾
燥
機
に
入
れ

て
送
風
す
る
。
バ
イ
ン
ダ
ー
刈
り
で

架
け
干
し
乾
燥
の
場
合
は
10
日
〜
2

週
間
程
度
干
す
が
、
あ
ま
り
長
く
干

し
す
ぎ
る
と
胴
割
れ
米
が
発
生
す
る

の
で
注
意
す
る
。
過
乾
燥
に
な
ら
な

い
よ
う
、
も
み
水
分
15
％
を
目
標
に

乾
燥
さ
せ
る
。

◆
種
も
み
の
採
種

　

病
害
虫
の
多
発
し
た
ほ
場
で
は
採

種
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
特
に
、
近

年
、
内
え
い
褐
変
病
や
も
み
枯
細
菌

病
の
発
生
ほ
場
が
増
え
て
い
る
の
で
、

積
極
的
に
種
子
更
新
を
行
う
よ
う
に

す
る
。

 

さ
と
い
も（
石
川
早
生
）

◆
種
い
も
の
掘
り
取
り
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種
い
も
の
掘
り
取
り
適
期
は
10
月

中
旬
で
あ
り
、
晴
天
が
続
き
、
土
壌

が
よ
く
乾
燥
し
て
い
る
時
に
掘
り
上

げ
る
。

  

早
掘
り
は
、
腐
敗
が
多
く
な
る
の

で
避
け
る
。

◆
種
い
も
選
抜

　

豊
産
系
の
優
良
な
株
を
選
ぶ
（
子

い
も
は
丸
型
、
そ
ろ
い
が
良
い
、
肥

大
が
早
い
、無
病
の
も
の
）。
ま
た
、

30
ｇ
以
上
で
で
き
る
だ
け
大
き
い
も

の
を
選
ぶ
と
良
い
。

◆
貯
蔵
前
処
理

　

乾
燥
貯
蔵
は
、
風
通
し
の
良
い
日

陰
で
15
日
以
上
か
け
て
乾
燥
さ
せ
る
。

　

貯
蔵
は
納
屋
な
ど
の
温
度
変
化
の

少
な
い
場
所
（
5
度
以
下
に
な
ら
な

い
暗
所
）
で
貯
蔵
す
る
。

た
ま
ね
ぎ

◆
育
苗
管
理 

　

　

育
苗
中
は
、
苗
立
枯
病
や
灰
色
腐

敗
病
等
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

予
防
的
に
表
1
の
薬
剤
等
で
防
除
を

行
い
、
健
全
な
苗
を
育
て
る
。

◆
定
植

　

早
生
品
種
は
10
月
下
旬
か
ら
定
植

期
に
入
る
が
、
早
植
え
は
収
量
減
に

つ
な
が
る
た
め
避
け
、
育
苗
日
数
が

40
〜
45
日
前
後
の
苗
を
植
え
付
け
る
。

　

た
だ
し
、
大
苗
に
な
る
と
抽
苔
す

る
危
険
性
が
高
く
な
る
の
で
、
葉
数

3
枚
で
茎
の
径
が
4
㎜
く
ら
い
の
苗

を
植
え
付
け
る
。

  

定
植
直
後
に
か
ん
水
し
、
乾
燥
が

激
し
い
場
合
は
、
う
ね
間
に
走
り
水

を
す
る
。

キ
ャ
ベ
ツ

◆
追
肥

　

初
期
生
育
を
良
く
す
る
た
め
、
活

着
後
の
追
肥
は
早
め
に
施
す
。

◆
病
害
虫
防
除

　

ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
、
ヨ
ト
ウ
ム

シ
類
の
発
生
が
増
え
る
時
期
で
あ
り
、

幼
虫
は
成
長
す
る
と
薬
剤
が
効
き
に

く
く
な
る
の
で
、
初
期
防
除
を
徹
底

す
る
。 

　

ま
た
、ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ（
ダ

イ
コ
ン
シ
ン
ク
イ
ム
シ
）
の
発
生
に

注
意
す
る
。
育
苗
〜
生
育
初
期
に
新

葉
を
食
害
し
、
芯
に
も
ぐ
る
と
薬
剤

が
効
き
に
く
く
な
る
。
発
生
を
認
め

た
ら
、
直
ち
に
表
2
の
薬
剤
等
を
散

布
す
る
。

こ
ま
つ
な

◆
は
種 

　

10
月
中
旬
に
入
っ
た
ら
生
育
日
数

が
長
く
な
る
の
で
1
回
の
は
種
面
積

は
多
め
に
す
る
。
ま
た
、
低
温
伸
長

性
の
良
い
品
種
を
選
ぶ
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

コ
ナ
ガ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
の
発
生

が
見
ら
れ
る
場
合
は
発
生
初
期
に
表

3
の
薬
剤
等
を
散
布
す
る
。

　

秋
の
降
雨
が
連
続
す
る
時
期
に
は

白
さ
び
病
の
発
生
が
多
く
な
る
。
は

種
量
は
適
正
に
し
、
排
水
を
良
好
に

し
て
過
湿
を
避
け
る
。
発
生
初
期
に

は
表
3
の
薬
剤
を
散
布
す
る
。

し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
病
害
虫
防
除 

　

　

採
種
当
年
の
種
子
を
使
用
す
る
と
、

炭
そ
病
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
る

の
で
、
な
る
べ
く
前
年
に
採
種
さ
れ

た
種
子
を
使
う
。
ま
た
、
多
湿
な
条

件
下
で
は
べ
と
病
が
発
生
し
や
す
い

た
め
、
排
水
を
良
好
に
し
て
過
湿
を

避
け
、
発
生
初
期
に
は
表
4
の
薬
剤

で
予
防
す
る
。

　

10
月
中
旬
以
降
、菌
核
病
に
よ
り
、

立
ち
枯
れ
症
状
や
下
葉
の
ず
る
け
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
菌
の
ま
ん

延
を
防
ぐ
た
め
、
菌
核
病
を
発
症
し

た
株
は
ほ
場
外
に
持
ち
出
す
。

み
か
ん

◆
秋
肥
の
施
用 

　

秋
肥
は
着
果
に
よ
る
養
分
消
耗
を

補
い
、
干
ば
つ
な
ど
の
影
響
で
低
下

し
た
樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
施

用
す
る
。
地
温
の
低
下
に
伴
い
根
の

吸
肥
力
が
低
下
す
る
た
め
、
年
内
に

吸
収
さ
れ
る
よ
う
に
早
生
温
州
で
は

10
月
下
旬
に
、
普
通
温
州
で
は
11
月

上
旬
に
10
ａ
当
た
り
燐
加
安
Ｓ
4
0

3
を
60
㎏
施
用
す
る
。
施
用
が
早
す

ぎ
る
と
着
色
が
遅
れ
た
り
、
浮
皮
が

増
え
た
り
す
る
の
で
注
意
す
る
。

　

な
お
、着
果
量
の
少
な
い
園
で
は
、

施
用
時
期
を
少
し
遅
く
し
、
施
用
量

を
少
な
め
に
す
る
。

◆
浮
皮
防
止 

　

気
温
が
高
く
、
曇
雨
天
が
続
く
と

浮
皮
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。
浮
皮

の
軽
減
対
策
と
し
て
ク
レ
フ
ノ
ン（
1

0
0
倍
／
収
穫
1
カ
月
前
〜
収
穫
直

前
に
1
回
散
布
）
を
、
果
皮
が
4
〜

5
分
着
色
し
た
頃
を
目
安
に
散
布
す

る
。
た
だ
し
、
収
穫
直
前
の
散
布
は

果
実
が
汚
れ
る
の
で
注
意
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

果
実
着
色
が
遅
れ
、
色
ぼ
け
の
原

因
と
な
る
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
防
除
に
、

オ
マ
イ
ト
水
和
剤
（
7
5
0
倍
／
収

穫
7
日
前
ま
で
／
2
回
以
内
）、
ま

た
は
、
コ
ロ
マ
イ
ト
水
和
剤
（
2
0

0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
2
回

以
内
）
の
い
ず
れ
か
を
、
収
穫
前
日

数
に
注
意
し
て
散
布
す
る
。

＊
オ
マ
イ
ト
水
和
剤
は
、
高
温
時
に

散
布
す
る
と
薬
害
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
高
温
時
に
は
使

用
し
な
い
こ
と
。

＊
オ
マ
イ
ト
水
和
剤
は
、
み
か
ん
の

ハ
ダ
ニ
類
で
登
録
が
あ
る
。

＊
コ
ロ
マ
イ
ト
水
和
剤
は
、
か
ん
き

つ
の
ハ
ダ
ニ
類
で
登
録
が
あ
る
。

い
ち
じ
く

◆
収
穫 　

　

気
温
が
低
く
な
っ
て
く
る
と
収
穫

適
期
に
な
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
。

そ
の
た
め
、
着
色
だ
け
で
収
穫
適
期

を
判
断
せ
ず
、
果
実
が
適
度
に
柔
ら

か
く
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
確
認

し
て
収
穫
す
る
。

も
も

◆
病
害
虫
防
除

　

せ
ん
孔
細
菌
病
の
病
原
菌
は
感
染

し
た
新
梢
の
組
織
内
で
越
冬
し
、
翌

年
の
感
染
源
と
な
る
。
10
月
上
旬
〜

中
旬
に
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
4
1
2
（
30

〜
50
倍
／―

／―

）
を
2
週
間
程
度

期
間
を
空
け
て
2
回
散
布
す
る
。
た

だ
し
、
高
温
時
の
散
布
で
は
、
薬
害

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
使
用

し
な
い
こ
と
。

◆
元
肥
の
施
用

　

10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬
が
元
肥
の

施
用
時
期
で
、
10
ａ
当
た
り
み
か
ん

配
合
を
1
0
0
㎏
施
用
す
る
。
時
期

が
遅
れ
る
と
地
温
が
低
下
し
、
肥
料

の
吸
収
が
悪
く
な
る
。
さ
ら
に
元
肥

の
吸
収
率
を
高
め
る
た
め
、
施
用
後

に
十
分
か
ん
水
す
る
。

◆
土
壌
改
良

　

10
月
下
旬
〜
１
月
に
深
さ
、
直
径

と
も
50
㎝
程
度
の
穴
を
掘
り
、
完
熟

堆
肥
と
土
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
埋
め
戻

す
。断
根
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

5
年
程
度
か
け
て
樹
の
周
り
を
一
巡

す
る
よ
う
に
し
て
行
う
。
ま
た
、
排

水
不
良
園
で
は
暗
渠
排
水
な
ど
を
整

備
す
る
。

か
き

◆
秋
肥
の
施
用

　

樹
勢
回
復
や
来
年
の
花
芽
充
実
の

た
め
、
10
月
中
旬
〜
11
月
中
旬
に
10

ａ
当
た
り
燐
加
安
Ｓ
4
0
3
を
30
〜

40
㎏
施
用
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

　

カ
メ
ム
シ
類
の
被
害
が
多
い
園
地

で
は
、
園
内
の
観
察
を
き
め
細
か
く

行
い
、
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
を
見
か

け
た
ら
、ス
カ
ウ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル（
1

5
0
0
倍
／
収
穫
7
日
前
ま
で
／
5

回
以
内
）、
ま
た
は
、
ア
デ
ィ
オ
ン

乳
剤
（
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
倍
／

収
穫
7
日
前
ま
で
／
5
回
以
内
）
を

散
布
す
る
。

あ
ん
き
ょ
は
い
す
い

＊
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
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表1 たまねぎの病害防除に登録がある農薬

苗立枯病

灰色腐敗病

病 害 名

600倍

希釈倍数

2000～3000倍

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

収穫前日まで／5回以内

使用時期／使用回数

収穫前日まで／6回以内

10a当たりの散布液量

※FRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けな
くてはならない。

オーソサイド水和剤80

薬 剤 名

ベンレート水和剤

FRACコード

M04

1

表2 キャベツの害虫防除に登録がある農薬

アオムシ、コナガ、ヨトウムシ、
ハイマダラノメイガ、
タマナギンウワバ、
ハスモンヨトウ

ヨトウムシ、アオムシ、
ハイマダラノメイガ、コナガ、
オオタバコガ、ウワバ類、
シロイチモジヨトウ

アオムシ、アブラムシ類、
ハイマダラノメイガ、
キスジノミハムシ

害 虫 名

1000～2000倍

希 釈 倍 数

1000倍

1000～2000倍

収穫前日まで／3回以内

収穫7日前まで／2回以内

収穫14日前まで／2回以内

使用時期／使用回数 10a当たりの散布液量

※ IRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

アファーム乳剤

薬 剤 名

プレオフロアブル

エル サン 乳 剤

IRACコード

6

UN

1B

アオムシ、ウワバ類、
オオタバコガ、コナガ、
シロイチモジヨトウ、
ハイマダラノメイガ、
ハスモンヨトウ、ヨトウムシ

2000～4000倍 収穫前日まで／3回以内 100～300ℓ／10aブロフレアSC 30

表3 こまつなの病害虫防除に登録がある農薬

2000倍

希 釈 倍 数

2500～5000倍 収穫14日前まで／2回以内

2000倍

2000倍

収穫7日前まで／2回以内

収穫14日前まで／3回以内

100～300ℓ／10a

収穫3日前まで／2回以内

2000倍 収 穫 3日前まで／ 1 回

アオムシ、コナガ、
マメハモグリバエ

アオムシ、コナガ、
ヨトウムシ類、
ハイマダラノメイガ、
アザミウマ類

ヨトウムシ類

コナガ

病害虫名

コナガ

アオムシ、コナガ、
キスジノミハムシ

2000～4000倍 収穫前日まで／3回以内

使用時期／使用回数 10a当たりの散布液量

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

100～300ℓ／10a

※RACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。
※カスケード乳剤、マトリックフロアブル、ランマンフロアブルは、非結球あぶらな科葉菜類で登録がある。
※スピノエース顆粒水和剤は、非結球あぶらな科葉菜類（みずな、非結球はくさいを除く）で登録がある。

カ ス ケ ー ド 乳 剤

スピノエース顆粒水和剤

薬 剤 名

マトリックフロアブル

ア フ ァ ー ム 乳 剤

コテツフロアブル

ブ ロ フ レ ア S C

RACコード

I：1 5

I： 5

I：1 8

I： 6

I：1 3

I：3 0

白さび病 2000倍 収穫3日前まで／3回以内 100～300ℓ／10aランマンフロアブル F：2 1

1000～2000倍 ー　／　ー 100～300ℓ／10a

表4 しゅんぎくの病害防除に登録がある農薬

べ と 病

べ と 病

病 害 名

500倍

希釈倍数

ー　／　ー

使用時期／使用回数 10a当たりの散布液量

100～300ℓ／10a

FRACコード

M01

M01

※FRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくては
ならない。
※Zボルドー、クプロシールドは、野菜類で登録がある。

クプロシールド

Z ボ ル ド ー

薬 剤 名
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